
60 被服学Ｉ(材料・整理・染色など)

B－3

〔日本家政学会

*･-ルムヽブIレデtY 0)列え卜すすｓトリアゾ－iレ捧今血用(: 1 Vヽて

習本せ尺荼玖　　中ヽ^双子

　%的　}リアソ･■ －Iﾚ% [t＼隻末アiレデ■ヒト幻も^yを"t に用いりレドヽ3 vK　ごns

餌紅刄岳りりむ向すい^､,レムア)レデ･tﾆ-}■:　又(*;食茎？・) 個:iTT,.レμア'レ尹しトベ鯛笠

{--血喝す* 埓なら垂寸通珊応む撞訂すi ・迪＼＼。白乙ケ'レア^ ＼ン嘱尋り≪^才去

い応靴i h こ""jrヽ/，象攻刄･タ野心A馳可陶a I も虫すらりか駿才朽恢みT--,

　方茲雨最皇試革爆茂満作｛･･吠え毎寮初阪及あヽ内之か和布墨色・姿む-i-

尋施り皇勇刳f s 鈴奴{･ T'-. 匈　次に本才μkアヒドレア七トン茲　アロログ･ ･ロ

ジン弧り相同同倖E 永わr・。匈　これら平才^ ・,こ,V,ぐ支如俘叛うタ御為i ンい=

リ再5わぴ沁蜘秘＼ ≒

　結呆　田　トソアV"'- Iレ漓･よ及声蚤ヴ/-- 'fっr It非す/こあ洙rヽアセーいレア乞卜

｀ン茲I り匂｀り゛？高蔵ﾉt ,ヽ'^l >八粂一方メ呑し

拝り司君ﾉt り励ﾉ竃t '-fる吠　こ八ラユつり方溥とり'V クよ(ヽ祁肉? る。倒　C. V. f-関

(t(i.同時剛之･･才ぴアと4-,レ'ﾗ･-is. )-ン琳･り才・ヽ素千ヽlリりヽ?　'aχ変動≪'-アCナ

‘レアｔトン淳よ'l-h Jvヽ。個人,をじよi菱脚n両守確/=み・t あ馴芦はみり

町゛-, 阿　圀　平作卯貸^影坪副司∩It.ア^ヤレアｔトン刄々場合り司禄や響了

八^ i 咄iあi 叫　この重ﾗ嗜,よ気屈浦川則司勉りこく　衆屑茲T i 瓦R りTf いりり数は

町ち^'il I: よi ^多申り挺fr渫-1レム，ア，ﾚﾃﾞ･い- や測定ヤ. 気祁茲I- iご^餌貪啄品e，

いS^為^ レ“アリ'e-)゛｀や刈1 r-It むレク嵩端度･i-jf 糸'v≫れ5 り乱　アｔケIレアｔ

ト｀浹f･り匍^ﾉtりドアソ｀－･･／嘱りえかよすホト■ h石li i) 九夕n う，

B-4　　Panty － stockingの変形とづれについて

　　　　　　日本女大家政　　大野静枝０倉４奇順子　青木千賀子　増子富美

　目的　Panty －sto・klng (以下Ｐ・S)は婦人の装身具の／つとして定着しつつある。これらのＰ・ｓ

の多くは、ラン防止、フィット性の向上などを目的として糸の性質、編目構造、加工などによって改良さ

れたものがみられる。P ･ Sに対する着用上の問題点は種種あげられるが、本研究ではとくに着用時どの

位変形しまたづれるものであるかにっいて着用実験を行ない考察を試みたのｒ報告する。

　方法　試料は市販のＰ・sが種（Ａ社製フリーサイズ、ノーラン; G社製フリーサイズ；N社製プレーン）

を求め、被験者が名に／日約ど時間着用させた。はじめに、Ｐ・ｓは平面上で脚部に等間隔を印し、着

用前の周長を原長として、着用時の同印の各部位の周長、間隔を測定し、部位別の変形率を求めた。

また脱衣後, ／晩放置後、洗たく後の残留変形率を求めた。iらに同様な着用状況を３回くりかえした

ものについても考察し、前者と比較検討した。なお、よこ方向づれにっいては既報で述べているので

省略した。

　結果　結果の一

例を図（a）, (t）

に示す。図は、あ

る被験者の第／回

目着用の場合であ

る。（a）は着用直

　後,4∠時間後の変形

率、（U)は残留変

形率である。
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